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第１回ひじ産業まつりでの、町内企業紹介ブース。写真は大工仕事の体験コーナーで、かんな削りを体験する子どもたち。
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町
政
ふ
れ
あ
い
講
座
始
め
ま
し
た

町
の
施
策
や
課
題
を
説
明

ひ
ら
か
れ
た
町
政
を
進
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

町 政 ふ れ あ い 講 座

　町の施策や町政の課題等の説明を行い、協働のまちづくりを進
めることを目的として行うもので、皆さんのもとへ担当課長等が
出向き講座を行います。
■申込条件　 10 人以上の集まり／開催日１月前までに要申請／

会場の準備等は申請者側でお願いします。
＊ 陳情・苦情等を目的とする場合、政治・営利・宗教活動を目的
とする場合は該当しません。
■申込　 総務課広報広聴係に備え付けの申請書を提出してくださ

い。ホームページからもダウンロードできます。
■問合先　総務課広報広聴係☎73－ 3150
　　　　　http://www.hiji.town.oita.jp

テーマ 講座の内容 担当課

役場の業務について 各課の業務内容／各種施設について 総務課

自治区長について 区長の業務内容、役割等 〃

防災業務 災害時の避難場所／消防団の役割 〃

選挙制度 各種選挙制度について 〃

消費者問題について 訪問販売や悪徳商法等について 〃

町有財産について
普通財産と行政財産／土地の払い下げ手
続き

財政課

町の財政について
町の現状／予算の仕組み／今後の財政計
画

〃

行財政改革について 町の取り組み状況 企画振興課

住民税の仕組み 住民税とは／課税の仕組み 税務課

固定資産税の仕組み 土地、家屋に対する課税の仕組み 〃

農業所得決算書作成 申告方法／収支計算書の書き方 〃

国民健康保険税の仕組み 国民健康保険税について／課税の仕組み 〃

戸籍制度と各種届出 戸籍制度の解説と各種届出の諸注意 住民課

人権基礎講座
同和問題をはじめとする人権問題の歴史
と取り組みについて

〃

障がい者支援
障害者自立支援法のサービス内容／利用
者負担／その他のサービスについて

福祉　
対策課

子育て支援
各種手当／保育園／医療費助成／児童館
／児童クラブ

〃

予防接種について 子どもの予防接種について 〃

子どもの健康 子どもの事故防止／感染症／むし歯予防 〃

糖尿病の予防 糖尿病とは／予防するための食事の話
健康　
増進課

高血圧の予防 高血圧とは／予防のための食事の話 〃

脂質異常の予防
コレステロールの話／予防のための食事
の話

〃

骨粗しょう症の予防
骨粗しょう症の話と簡単ストレッチ／予
防のための食事の話

〃



メタボリックシンドロー
ムの予防

メタボリックシンドロームの話／予防のための食事の話 健康増進課

健康診査について 特定健康診査・がん検診の話 〃

介護予防普及啓発事業 介護予防の話／低栄養予防の食事について 〃

成年後見制度について
成年後見制度・法定後見制度・任意後見制度とは／成年後見
人の仕事について

〃

地域包括支援センターに
ついて

地域包括支援センターの役割 〃

犬・猫の飼い方について
犬・猫を飼う場合の法的基本事項／マナーとトラブル回避／
野良犬・野良猫について／地域の方へのお願い

生活環境課

地球温暖化防止について エコライフの紹介 〃

まちづくりと観光振興 まちづくり計画／観光振興施策について 商工観光課

農地制度の基礎知識
農業振興地域からの除外・編入 農林水産課

農地の賃借／所有権移転などの転用 農業委員会

鳥獣被害を考える 法令／補助制度／駆除と自己防衛 農林水産課

地籍調査について 地籍の調査・利活用について 〃

日出町の都市計画 日出町マスタープランについて 都市建設課

道路整備について 町の道路の状況／主要事業の概要／道路の維持管理について 〃

公営住宅について 公営住宅法について／維持管理について 〃

公園について 町内の公園のすがた／管理・整備計画 〃

上水道について
上水道の流れ／施設とその管理、家庭内の管理／企業経営の
あり方

上下水道課

下水道について
下水道の流れ／施設とその管理、家庭内の管理／自然流下で
あるための経営のあり方

〃

教育委員会の役割 教育委員会の組織・構成・役割・業務等 教育総務課

教育委員会の指導方針 幼稚園・学校教育の指導方針 学校教育課

文化財について 町内の文化財の紹介／文化財の種類と価値 生涯学習課

社会教育計画について
社会教育における青少年の育成と人権教育の取り組みについ
て

〃

スポーツ振興について
総合型地域スポーツクラブの趣旨と地域スポーツの推進につ
いて

〃

移
動
町
長
室
を
開
催
中

町
長
と
気
軽
に
意
見
交
換

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映

　

役
場
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
相
互
理

解
を
深
め
、
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、

今
後
の
町
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
「
移
動
町

長
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

町
長
自
身
が
お
伺
い
し
て
、
各
団
体
、
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
せ
て
意
見
交

換
を
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
内
容

　

 　

皆
さ
ん
が
普
段
考
え
て
い
る
こ
と
、
思
っ

て
い
る
こ
と
を
自
由
に
町
長
と
お
話
し
く
だ

さ
い
。

○
５
人
以
上
の
集
ま
り
が
対
象
。

○ 

対
話
時
間
は
１
時
間
か
ら
１
時
間
30
分
程
度
。

○
主
催
者
の
希
望
会
場
に
お
伺
い
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

 　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
希
望
の
日
時
、

場
所
等
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

申
請
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊ 

町
長
の
日
程
を
調
整
の
う
え
、
開
催
日
時
を

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
‐
７
２
９
４

■
問
合
先　
　

総
務
課
広
報
広
聴
係

　

☎
73
‐
３
１
５
０

　

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.h
iji.o
ita.jp



　

賃
貸
住
宅
等
の
入
退
居
の
際
は
、
水

道
の
使
用
開
始
ま
た
は
中
止
の
届
出
が

必
要
で
す
。

＊
電
話
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
手
数
料
２
０
０
円
と
印
鑑
が
必
要
。

＊ 

中
止
の
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場

合
、
水
道
を
使
用
し
な
く
て
も
基
本

料
金
が
請
求
さ
れ
ま
す
。

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止

の
届
出

　

水
道
水
の
安
全
確
認
の
た
め
、
水
道

法
に
基
づ
き
毎
月
定
期
的
な
水
質
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
「
水
質
検
査
計

画
」
の
閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
上
下
水

道
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

上
下
水
道
課

　

☎
73
‐
３
１
３
４

平
成
23
年
度　

水
質
検
査
計
画
の
公
表

　

入
場
券
は
世
帯
ご
と
に
封
筒
に
入
れ

て
、
３
月
24
日
以
降
に
各
家
庭
に
郵
送

し
ま
す
。

■
投
票
日　

４
月
10
日
（
日
）

■
投
票
時
間　

７
時
〜
20
時

【
期
日
前
投
票
】

　　

投
票
当
日
に
仕
事
や
買
い
物
等
の
用

事
で
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
投
票
場
所　

　

役
場
新
館
２
階
２
２
１
会
議
室

■
投
票
時
間　

８
時
30
分
〜
20
時

■
投
票
期
間

○
知
事
選　

　

３
月
25
日
（
金
）〜
４
月
９
日（
土
）

○
県
議
選　

　

４
月
２
日（
土
）〜
４
月
９
日（
土
）

　

知
事
選
・
県
議
選
の
両
方
が
投
票

で
き
る
の
は
、
４
月
２
日
（
土
）
か

ら
で
す
。

＊ 

役
場
地
下
駐
車
場
か
ら
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

車
椅
子
な
ど
を
利
用
す
る
方
は
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

＊ 
入
場
券
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
投
票

で
き
ま
す
。

＊ 

体
の
不
自
由
な
方
は
、
代
理
投
票
が

で
き
ま
す
の
で
、
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

日
出
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

総
務
課
内
☎
73
‐
３
１
５
０

大
分
県
知
事
選
・
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

投
票
日
は
４
月
10
日
（
日
）立

候
補
予
定
者
届
出
事
務
説
明
会

■
と
き　

３
月
17
日
（
木
）

　

13
時
30
分
〜

■ 

と
こ
ろ　

大
分
県
日
出
総
合
庁
舎

２
階
大
会
議
室　

■
問
合
先　

　

大
分
県
東
部
振
興
局
総
務
部

　

☎
０
９
７
８
‐
72
‐
１
２
１
２

　平成２３年度の国民健康保険の保険証を、３月１５日ごろ簡易書留
により発送します。
　不在の場合は、「郵便物等お預かりのお知らせ」が入りますので、
お知らせに記載されている方法でお受け取りください。

■問合先　健康増進課国保医療係　☎７３－３１３３

国民健康保険の保険証を発送します

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



　

次
の
町
営
住
宅
に
空
室
が
あ
り
ま
す

の
で
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
町
営
・
仁
王
住
宅
１
戸
】
１
階

○
所
在
地

　

日
出
町
９
７
０
番
地

○
構
造

　

中
層
耐
火
構
造

○
家
賃

　

１
６
，
６
０
０
円
〜２

４
，
７
０
０
円

○
駐
車
場　

１
台
（
無
料
）

＊ 

浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
完
備
。
下
水
道

設
備
有
。

【
町
営
・
藤
原
住
宅
２
戸
】

○
所
在
地

　

藤
原
４
５
９
番
地
２
他
１
番
地

○
構
造

　

簡
易
耐
火
構
造
２
階
建

○
家
賃

　

９
，
９
０
０
円
〜

１
７
，
２
０
０
円

○
駐
車
場　

１
台
（
無
料
）

＊ 

浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
入
居
者
負
担
。

ト
イ
レ
は
汲
取
り
式
。

■
募
集
期
間

　

３
月
１
日（
火
）〜
３
月
18
日（
金
）

■
抽
選
日

　

３
月
25
日（
金
）10
時
〜

■
抽
選
場
所

　

役
場
新
館
３
階
３
３
２
会
議
室

■
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

○ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、
勤
務
先

が
町
内
で
あ
る
こ
と
。

○ 

入
居
者
の
合
計
所
得
が
年
額
１
，
８

　

９
６
，０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

○
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○ 

入
居
者
名
義
の
持
ち
家
が
な
い
こ

と
。

○ 

独
立
し
て
い
て
、
他
の
者
の
扶
養
に

入
っ
て
い
な
い
こ
と
。

○
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

○
入
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
問
合
先

　

都
市
建
設
課
管
理
係

　

☎
73
‐
３
１
７
２

仁
王
住
宅
・
藤
原
住
宅
に
空
き
が
あ
り
ま
す

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま

で
の
５
年
間
お
こ
な
っ
て
き
た
日
出
城

趾
周
辺
や
日
出
高
校
跡
地
の
道
路
整
備

等
に
つ
い
て
、
事
業
効
果
の
透
明
性
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
事
後
評
価
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

■ 

公
表
期
間　

平
成
23
年
３
月
25
日
〜

平
成
24
年
３
月
24
日
ま
で

■ 

公
表
場
所　

役
場
３
階
都
市
建
設
課

ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

■
問
合
先　

都
市
建
設
課
企
画
調
査
係

　

☎
73
‐
３
１
７
２

　

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.h
iji.o
ita.jp

日
出
城
趾
周
辺
や
日
出
高
校
跡
地
の
道
路
整
備

都
市
再
生
整
備
計
画
の
事
後
評
価
の
公
表

地域通貨を紙幣に交換してください

交換期限は３月３１日

　地域通貨『日出町にこにこ通貨カレイ』は、昨年
の１２月１日より住基カード型から紙幣型へと移
行しました。
　つきましては、住基カード内に貯めているポイン
トやスタンプカードで保有しているポイントは、企
画振興課窓口（または各地区ふれあいセンター）で
紙幣に交換する必要があります。
　このポイントは、３月３１日までに交換しないと
失効してしまいますので、必ず交換するようお願い
します。

協力店募集

　地域通貨の取り組みにご協力いただける企業を
募集しています。詳細はお問い合わせ下さい。

問合先　企画振興課　☎ 73－ 3116

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



　

１
月
中
の
寒
波
に
よ
り
水
道
露
出
管

等
が
凍
結
・
破
裂
し
、
ご
家
庭
で
の
漏

水
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
寒
波
に
よ
る
水
道
露
出

管
等
か
ら
の
漏
水
に
つ
い
て
は
、
減
免

の
対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
が
数
年
に
一
度
の
強
烈
な
寒
波
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
例
的
に
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
の
一
部
を
減
免
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
事
項
に
該
当

す
る
方
は
、
減
免
申
請
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
減
免
対
象
者 

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方
。

○ 

１
月
中
旬
又
は
下
旬
の
寒
波
に
よ

り
、
水
道
露
出
管
等
が
損
傷
し
宅
地

内
で
漏
水
し
た
方
。

＊ 

減
免
対
象
は
、
１
月
中
の
寒
波
に
よ

り
漏
水
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

○ 

漏
水
し
た
月
の
使
用
水
量
が
、
平
成

23
年
１
月
請
求
分
（
平
成
22
年
11
月

末
〜
12
月
末
使
用
分
）
の
使
用
水
量

に
比
べ
て
11
㎥
以
上
増
加
し
て
い
る

方
。　

＊ 

対
象
に
な
る
か
不
明
な
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
そ
の
際
、
「
水

　

道
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」
又
は
「
納

　
 

入
通
知
書
」
に
記
載
し
て
い
る
９
桁

の
番
号
（
使
用
者
番
号
・
お
客
様
番

号
）
を
教
え
て
い
た
だ
く
と
流
れ
が

ス
ム
ー
ズ
で
す
。

○ 

当
該
漏
水
箇
所
の
修
繕
を
完
了
し
て

い
る
こ
と
。

■
減
免
対
象
水
量
に
つ
い
て

　

 　

漏
水
し
た
と
推
定
さ
れ
る
水
量
か

ら
10
㎥
を
差
し
引
い
た
水
量
が
、
減

免
対
象
水
量
と
な
り
ま
す
。

■
減
免
申
請
受
付
期
限

　
　

平
成
23
年
４
月
15
日
（
金
） 

＊ 

書
類
審
査
後
、
入
金
を
確
認
し
た
上

で
減
免
決
定
通
知
書
・
還
付
請
求
書

を
送
付
し
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

○ 

漏
水
を
修
繕
し
た
こ
と
を
証
明
で
き

る
も
の
。

＊ 

領
収
書･

工
事
店
の
修
繕
証
明
書
等

が
原
則
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
ご

用
意
で
き
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

＊ ｢

水
道
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ｣

又
は

｢

納
入
通
知
書
」
が
あ
れ
ば
、
手
続
き

の
際
に
お
持
ち
下
さ
い
。

■
問
合
先　
　

上
下
水
道
課
管
理
係　

　

☎
73
‐
３
１
３
４

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

寒
波
に
よ
る
漏
水
分
を
減
免
し
ま
す

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



　３月は滞納整理強化月間です。休日滞納整理や夜間滞納整理、預貯金及び給与等

の差押さえ処分の取り組みを強化します。税金等の納め忘れがある方は早めに納付し

てください。

●問合先　税務課収納係　☎ 73－ 3123

　

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１

日
現
在
所
有
し
て
い
る
軽
自
動
車
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

町
外
へ
転
出
さ
れ
る
方
や
、
軽
自
動

車
を
譲
渡
ま
た
は
業
者
に
引
き
取
っ
て

も
ら
っ
た
方
は
必
ず
廃
車
・
名
義
変
更

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
場
合
、

納
税
通
知
書
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先

○ 

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下
）

　

 

、小
型
特
殊
自
動
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
）
・
・
・
税
務
課
住
民
税
係
☎
73

‐
３
１
２
３

○ 

二
輪
の
軽
自
動
車
（
１
２
５
㏄
を
超

え
２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
）
、
三

輪
、
四
輪
の
軽
自
動
車
・
・
・
大
分

県
軽
自
動
車
協
会

　

☎
０
９
７
‐
５
２
４
‐
０
２
２
２

○ 

二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
０
㏄
を

超
え
る
バ
イ
ク
）
・
・
・
九
州
運
輸

局
大
分
陸
運
支
局

　

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
８
７

　

日
出
町
の
臨
時
・
非
常
勤
職

員
と
し
て
働
き
た
い
と
い
う
方

は
、
臨
時
職
員
登
録
制
度
に
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

業
務
の
繁
忙
期
や
職
員
の
育

児
休
業
な
ど
、
代
替
職
員
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
雇
用
す
る

制
度
で
す
。
登
録
し
て
も
雇
用

が
約
束
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
登
録
条
件

○ 

職
務
遂
行
に
支
障
が
な
く
、

良
好
な
健
康
状
態
で
あ
る
こ

と
。

＊ 

登
録
の
有
効
期
限
は
１
年
間

で
す
。
１
年
を
経
過
し
た
場

合
は
、
再
登
録
が
必
要
で
す
。

■
採
用
方
法　

　

書
類
選
考
及
び
面
接

■ 

雇
用
期
間　

原
則
６
カ
月
以

内
（
最
長
１
年
間
）

■ 

勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
17

時
（
職
種
に
よ
り
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

■
賃
金　

６
，
２
０
０
円
以
上

　

（
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
問
合
先　

総
務
課
人
事
係

　

☎
73
‐
３
１
５
０

臨
時
職
員
登
録
制
度

日
出
町
の
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

募集する職種及び勤務条件
職　種 業務内容 資格・条件等

一般事務補助員 資料作成、整理等の補助 ワード、エクセルの基本
操作ができる方

保健師 保健、医療、福祉活動の支援業務 保健師免許を有する方
看護師 乳幼児健診・予防接種業務等 看護師免許を有する方
栄養士 栄養指導業務 栄養士免許を有する方
助産師 乳児訪問、乳幼児健診業務 助産師免許を有する方

臨床検査技師 幼児健診 臨床検査技師免許を有す
る方

ケアマネジャー 地域包括支援センター業務・介護保険
認定調査業務

介護支援専門員の資格を
有する方

用地・登記事務
専門員 用地・登記事務補助 用地・登記事務の経験・

知識を有する方

４
月
１
日
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す

軽
自
動
車
税
の
廃
車
手

続
き
を
お
早
め
に

滞納処分を強化します
3月は滞納整理強化月間 ！

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
障
が

い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
が
い
者

の
社
会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
10
歳
以
上
12
歳
以
下

で
、
競
技
種
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

■
大
会
日
程　

　

５
月
28
日
（
土
）
・
29
日
（
日
）

■
参
加
資
格

　

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
年
齢
が

10
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障

が
い
者
及
び
精
神
障
が
い
者
で
あ
り
、

申
込
時
に
県
内
に
居
住
し
て
い
る
方
。

■
申
込
期
日　

４
月
１
日
（
金
）

■
競
技
種
目

【
13
歳
以
上
】

○ 

陸
上
競
技
・
・
・
50
ｍ
／
１
０
０
ｍ

／
２
０
０
ｍ
／
４
０
０
ｍ
／
８
０
０

ｍ
／
１
５
０
０
ｍ
／
ス
ラ
ロ
ー
ム
／

リ
レ
ー
（
車
椅
子
を
除
く
）
／
走
高

跳
／
立
幅
跳
／
走
幅
跳
／
砲
丸
投
／

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
／
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク

ス
ロ
ー
／
ビ
ー
ン
バ
ッ
グ
投

○ 
水
泳
・
・
・
自
由
形
／
背
泳
ぎ
／
平

泳
ぎ
／
バ
タ
フ
ラ
イ
（
25
ｍ
・
50

ｍ
）
／
25
ｍ
挑
戦
／
リ
レ
ー

○ 

卓
球
・
・
・
卓
球
／
サ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
テ
ニ
ス

○
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

【
10
歳
以
上
12
歳
以
下
】

○ 

陸
上
競
技
・
・
・
50
ｍ
・
１
０
０
ｍ

／
ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投
／
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投

○
水
泳
・
・
25
ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ー
ス

○
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

■ 

申
込
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
障
害

福
祉
係
☎
73
‐
３
１
２
１

大
分
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者
募
集

ＯＡＢ大分朝日放送

『大分ふるさとＣＭ大賞 Vol.8』
　2月26日に、OABで放送され
た『大分ふるさとCM大賞』で、日
出町の CMが２位を獲得しまし
た。
　3月から 9月までの間、日出町
のCMがOABで５０本放送され
ます。主役は二の丸館で誕生した
「城下かれいくん」。ユニークな動
きに注目。

２位獲得

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



民生委員・児童委員をお知らせします

住民の福祉に関する相談援助を行います
　任期満了に伴う民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、次の方々が厚生労働大臣より
委嘱を受けました。任期は平成２２年１２月１日から平成２５年１１月３０日の３年間で
す。
　民生委員・児童委員は社会奉仕の精神をもって、地域社会の中で住民の福祉に関する相
談援助活動を行います。　　　　　　　　　　　　　

問合先　福祉対策課　☎ 73－ 3121

地区 担当地区 委員氏名

南
端

目刈・高平 小野　佳奈美

薄尾・今畑・柏川 北野　隆則

豊　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡

太田 後藤　公子

是城 廣瀬　ミドリ

上の原・宮の下・長野 山川　ハル子

中の二・影の木 有德　慶子

中の三 坪田　京子

法花寺・西の一 河野　美千子

西の二・西の三 井川　寅義

西区・新町 加藤　千惠子

本町・仲町 𦚰　賀依子

小浦・影平 古田　德子

団地東・団地北 池田　英生

団地西・団地南 安部　哲郎

日　
　
　
　
　
　
　

出

南浜 南波　弘通

北浜 合原　英一

若宮・下町 宇都宮　禮子

本町 德永　康子

中央 藤井　剛郎

八日市・西八日市 目代　幸子

佐尾 大塚　妙子

上仁王 藤井　瑛子

東仁王 宮垣　裕子　

堀・内堀 太田　誠照

日出団地 中井　康雄

藤　

原

東部 工藤　平喜

南部 (東 ) 髙月　　東

南部 (西 ) 佐藤　公美

西部 溝口　ミチ子

地区 担当地区 委員氏名

藤　

原

中部 小川　野里子

一北 神田　英巳

赤松 矢野　禎司

自然郷 麻田　英明

川　
　
　
　

崎

宗行 伊東　眞一

則次 工藤　國男

辻の尾 河野　和江

成行 江﨑　律子

千騎・大峯 德久　タカ

平原・東小深江 阿部　サヱ子

西小深江・青津山 白水　　孝

内野 (西 ) 吉良　嘉樹

内野 (東 ) 手嶋　賢一

大　
　
　
　
　
　
　

神

北大神 河野　敏子

南大神・後村 後藤　美智代

中村・中央 木田　公子

三尺山・上深江 遠藤　英子

高尾・日比の浦 河野　英就

港 北野　琿彦

牧の内・軒の井 河野　秀雄

原山・小出原 石井　雅子

片原津 三浦　美知子

照川 久保田　昭仁

真那井 渡邉　　葵

八代 工藤　洋一郎

主任児童委員

南端・豊岡 渡邊　陽子

日出・藤原 安倍　啓子

川崎・大神 白水　伊保子

各地区の民生委員・児童委員は次のとおり

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



　１月２３日、日出中央公民館で「第
１回ひじ産業まつり」が開催されまし
た。
　昨年度まで行われていた「ひじ産業
文化まつり」は、今年度から産業部門
と文化部門に分けての開催となりまし
た。
　公民館ホールでは、産業部門に功績
のあった方や１月に行われた「料理・
漬物コンクール」での入賞者の表彰式
が行われたほか、日出町親善大使の河
内明美さんと速水映人さんのショーな
どが行われました。また屋外では、シ
シ鍋が無料で振舞われたほか、農産物
の直売やシイタケ駒打ち体験が、体育
館内の企業紹介ブースでは、大工仕事
の体験コーナーなどが設けられ、多く
の方で賑わいました。

シシ鍋の無料配布に長蛇の列。４００人に振舞われました

第１回ひじ産業まつりが盛大に開催

式典での表彰者
　前列は産業部門功労者／左から、玉置勝利
さん、藤本隆司さん、右から吉弘貞子さん、
大川貞雄さん。後列は、料理・漬物コンクー
ル被表彰者／左から城内友子さん、伊藤京子
さん、岩本奈津子さん



１
０
０
歳
慶
賀
訪
問

長
寿
を
祝
う

　

１
月
28
日
に
は
、
川
野
曠
さ
ん

（
南
部
）
が
、
２
月
１
日
に
は
、

吉
田
敏
子
さ
ん
（
内
野
）
が
、
２

月
８
日
に
は
、
上
野
シ
ズ
ヱ
さ
ん

（
港
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
歳

を
迎
え
ら
れ
、
町
長
が
入
所
先
な

ど
を
訪
問
し
、
祝
い
状
と
記
念
品

を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

川
野
さ
ん
は
、
誕
生
日
当
日
は

体
調
を
崩
し
入
院
中
で
し
た
が
、

普
段
は
、
一
人
暮
ら
し
で
身
の
回

り
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
ほ
ど

元
気
。
若
い
頃
は
、
客
船
の
客
室

乗
務
員
と
し
て
世
界
各
国
を
周
り

ま
し
た
。
長
寿
の
秘
訣
は
「
い
ろ

い
ろ
考
え
な
い
こ
と
」
と
。

　

ま
た
、
吉
田
さ
ん
は
５
年
前
か

ら
介
護
施
設
に
入
所
、
調
子
の
よ

い
時
に
は
歌
を
歌
う
な
ど
し
て
過

ご
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
孫
10

人
、
ひ
孫
17
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

上
野
さ
ん
は
、
大
神
上
深
江

の
出
身
で
、
毎
日
テ
レ
ビ
を
見

る
の
が
楽
し
み
と
言
い
ま
す
。

「
１
０
０
歳
ま
で
生
き
て
こ
れ
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

川野さん吉田さん上野さん

ど
の
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
班
ご
と

に
研
究
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
風

ま
ち
茶
屋
」
（
矢
野
久
士
会
長
）

と
Ａ
Ｐ
Ｕ
が
協
働
で
行
っ
た
も
の

で
す
。
発
表
に
先
立
ち
、
玖
珠
街

道
（
殿
様
道
路
）
の
道
標
と
な
る

標
柱
を
立
て
、
埋
れ
て
い
た
歴
史

道
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
豊
岡
地
区
の
歴

史
建
造
物
や
自
然
を
生
か
し
た

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
食
育
を

と
お
し
て
育
む
郷
土
愛
、
別
府
と

日
出
町
を
一
体
的
に
考
え
た
観
光

コ
ー
ス
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
子
安
地
蔵
な
ど

地
元
の
方
も
知
ら
な
か
っ
た
よ

う
な
ス
ポ
ッ
ト
も
紹
介
さ
れ
、
ユ

ニ
ー
ク
な
提
案
に
参
加
者
か
ら

「
豊
岡
地
区
の
す
ば
ら
し
さ
を
再

認
識
で
き
、
感
動
し
ま
し
た
」
な

ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
、

豊
岡
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
分
館

で
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の

学
生
が
豊
岡
地

区

の

振

興

を

テ
ー
マ
に
発
表

会
を
行
い
、
関

係

者

や

地

域

の

方

お

よ

そ

１
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

学
生
は
７
班

に
分
か
れ
、
約

２
カ
月
間
か
け

て
地
域
の
方
か

ら
話
を
聞
く
な

ＡＰＵ学生が考案

豊岡地区の振興策を発表

研究成果を発表するＡＰＵの学生

標柱をたてる学生

まちの
わだい 町内であった「あんなこと」、「こんなこと」を

お知らせするコーナー
情報提供はこちら
総務課広報広聴係☎ 73－3150　FAX 72－7294



３月６日(日) 日出中央医院 72－2534
　　13日(日) 日出児玉病院 72－2724
　　20日(日) 八重眼科医院 73－1221
　　21日(月) 鈴木病院 73－2131
　　27日(日) サンライズ酒井病院 72－2266
４月３日(日) 川崎診療所 28－1611
　　10日(日) てしまこどもの杜クリニック 28－0870
　　17日(日) こうまつ循環器科内科クリニック 73－0077
　　24日(日) 江本眼科 28－1700

●休日当番医
※診療時間  ９：00～17：00
※ 発行後に変更になる場合があります。各医療機関や日出町健
康増進課☎73－3130にご確認ください。

４月のポリオ予防接種
　 急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するため、ポリオの予防接種を受けましょう。

●と  き　４月７日（木）・１９日（火）・
　　　　　２７日（水）
●受付時間　１３時～１３時３０分
●ところ　　日出町保健福祉センター
●接種対象者　生後３カ月～７歳５カ月児
●持ってくるもの　母子健康手帳

＊ 保護者が同伴できない場合は委任状が必要
です。委任状は、日出町のホームページか
らダウンロードできます。
●問合先
　福祉対策課子育て支援係☎７３－３１２１
　http://www.town.hiji.oita.jp

児
童
館
へ
お
い
で
！

さ
ざ
ん
か
児
童
館　

☎
72
‐
８
３
８
３

●
親
子
グ
ル
ー
プ
活
動

　

 

３
月
の
活
動　

○
０
、
１
歳
児
ク
ラ

ス　

８
・
15
日　

 

○
３
〜
５
歳
児

ク
ラ
ス　

９
・
16
日　

 

○
２
歳
児

ク
ラ
ス　

10
・
17
日

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

12
日
（
土
）
10
時
30
分
〜

●
巡
回
児
童
館

　

18
日
（
金
）
10
時
30
分
〜

　

オ
レ
ン
ジ
・
コ
ム
前

●
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
作
り

　

21
日
（
月
）
10
時
〜
・
13
時
〜

●
親
子
遠
足

　

24
日
（
木
）　

19
日
ま
で
に
要
申
込

　

 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

日
出
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
28
‐
１
２
１
２

●
子
育
て
広
場
・
子
育
て
相
談

　

月
〜
金
９
時
〜
16
時

●
出
張
子
育
て
広
場

　
（
０
歳
〜
就
学
前
ま
で
）

　

18
日
（
金
）
10
時
〜
12
時　

　

川
崎
地
区
公
民
館

●
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

　

10
日
（
木
）
11
時
〜　

０
歳
か
ら

●
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

９
日
（
水
）・
23
日
（
水
）　

０
歳
か
ら

　

10
時
〜
12
時

●
お
楽
し
み
会

　

22
日
（
火
）
11
時
〜　

０
歳
か
ら

●
赤
ち
ゃ
ん
広
場
お
楽
し
み
会

　

17
日
（
木
）
10
時
30
分
〜　

０
歳
か
ら

日
出
町
児
童
館　

☎
72
‐
０
３
２
３

●
ゆ
う
ゆ
う
子
育
て
講
座
④
・
食
育

　

 

９
日
（
水
）
10
時
45
分
〜
11
時
45
分
定

員
20
人
（
要
申
込
）　

乳
幼
児
対
象

●
た
の
し
い
絵
本
読
み
聞
か
せ

　

18
日
（
金
）
11
時
15
分
〜
11
時
45
分

　

乳
幼
児
対
象

●
ベ
ビ
ー
と
マ
マ
の
３
Ｂ
体
操

　

 

23
日
（
水
）
11
時
〜
12
時　

０
歳

　

 

児
対
象
（
要
申
込
）　

体
操
の
で
き

る
服
装
で
。

●
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

26
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時
30

　 
分　

年
長
児
〜
小
学
生
対
象
（
要
申

込
）

●
集
団
積
み
木
で
遊
ぼ
う

　

 

30
日
（
水
）
15
時
〜
16
時
30
分　

小

学
生
対
象
（
要
申
込
）

健 康
ペ ー ジ

子 育 て



　介護が必要になるきっかけは「体を動かすのがおっくうになった」、「つまづきやすくなった」
などさ細なことです。日常生活でのサインを見逃さず介護予防に取り組みましょう！
　先月号でお知らせした「基本チェックリスト」の一部を紹介します。
　自分に必要な介護予防を知るためにも、日常生活を振り返り、チェックしてみましょう。

介護予防を始めよう！　～ 65歳が介護予防のスタートです～

【基本チェックリスト】
　下表で色のついた箇所にチェックが入ると、生活機能が低下している恐れがあります。

項目 № 質問事項 回答

生 活 全 般

１ バスや電車にのって１人で外出する はい いいえ

２ 日用品の買物をする はい いいえ

３ 預貯金の出し入れをしている はい いいえ

４ 友人の家を訪ねる はい いいえ

５ 家族や友人の相談にのる はい いいえ

運 動 機 能

６ 階段を手すりや壁をつたわずに昇れる はい いいえ

７ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がれる はい いいえ

８ １５分続けて歩ける はい いいえ

９ この１年間に転んだことがある はい いいえ

１０ 転倒に対する不安が大きい はい いいえ

栄 養
１１ ６カ月間で２kg以上の体重減少があった はい いいえ

１２ ＊BMI が１８．５以上である はい いいえ

口 腔 機 能

１３ 硬いものが食べにくくなった はい いいえ

１４ お茶や汁物等でむせることがある はい いいえ

１５ 口の渇きが気になる はい いいえ

閉 じ こ も り
１６ 週に１回以上は外出している はい いいえ

１７ 外出の回数が減ってきた はい いいえ

認 知 症

１８ 周囲の人から「いつも同じ事を聞く」と言われる はい いいえ

１９ 電話番号を調べて、かけることができる はい いいえ

２０ 今日が何月何日か分からないときがある はい いいえ

う つ 傾 向

２１ 毎日の生活に充実感がない はい いいえ

２２ これまで楽しんでやれていたことが楽しくなくなった はい いいえ

２３ 以前は楽にできていたことが、おっくうに感じる はい いいえ

２４ 自分が役にたつ人間だとは思えない はい いいえ

２５ わけもなく疲れたような感じがする はい いいえ

＊BMI ＝体重（㎏）÷（身長（ｍ）×身長（ｍ））

●№ 1～ 20 の内、10 個以上チェックが入った人は生活機能（運動、栄養、口腔）の向上が必要です。
●№ 6～ 10 の内、3 個以上チェックが入った人は、運動機能の向上が必要です。
●№ 11、12 の 2 つにチェックが入った人は、栄養改善が必要です。
●№ 13～ 15 の内、2 個以上にチェックが入った人は、口腔機能の向上が必要です。
●№ 16 にチェックが入った人は、閉じこもりの予防が必要です。
●№ 18～ 20 の内、1 個以上にチェックが入った人は、認知症予防が必要です。
●№ 21～ 25 の内、2 個以上にチェックが入った人は、うつ予防が必要です。

問合先 健康増進課長寿健康係☎73－ 3130



「
職
員
は
町
内
に
居
住
を
」と
の
投
書

　

町
内
の
方
か
ら「
毎
月
の
町
政
だ
よ
り
を

楽
し
み
に
読
ん
で
い
る
。町
長
は
人
口
３
万

人
を
目
指
す
と
す
る
が
、最
近
、人
口
の
伸
び

悩
み
が
み
ら
れ
る
。職
員
の
採
用
は
町
内
に

居
住
が
条
件
の
は
ず
な
の
に
、職
員
の
町
外

在
住
者
が
多
く
、足
元
か
ら
人
口
流
失
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」と
の
投
書
を
頂
い
た
。

さ
ら
に
内
容
を
紹
介
す
る
と「
町
民
の
奉
仕

者
で
あ
る
職
員
が
他
市
町
に
住
ん
で
町
政

が
で
き
る
の
か
、職
員
の
不
正
行
為
を
見
逃

し
て
い
る
の
か
、早
急
に
指
導
し
、従
わ
な
い

者
に
は
懲
戒
処
分
等
を
」と
い
う
内
容
。そ
し

て
、「
状
況
を
町
報
に
掲
載
し
、年
内
に
０
人

と
な
る
こ
と
を
願
う
」と
し
た
た
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

大
変
難
し
い
、し
か
し
大
変
重
要
な
問
題

を
ご
提
起
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
こ
で
町
外

在
住
の
実
情
を
こ
こ
に
ご
報
告
し
、私
の
考

え
も
含
め
て
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、別
府
市
、大
分
市
、豊
後
高
田
市
、杵

築
市
に
計
22
人
が
町
外
か
ら
通
勤
し
て
い
ま

す
。

　

し
た
が
っ
て
、町
全
職
員
の
１
割
が
他
市

に
住
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。現
在
、職
員
採
用

試
験
に
お
い
て
住
所
要
件
は
特
に
定
め
て
な

く
、ど
の
都
道
府
県
、市
町
村
か
ら
で
も
受
験

で
き
ま
す
。し
か
し
、正
式
採
用
後
は
日
出
町

に
居
住
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
お
り
、こ

の
措
置
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
町
長
に
就
任
以
降
、新
採
用
者
は
全

員
が
町
内
在
住
と
な
っ
て
お
り
、２
年
前
大

分
県
か
ら
の
派
遣
で
幹
部
職
員
を
採
用
し
ま

し
た
が
、通
勤
可
能
で
も
職
務
を
自
覚
さ
れ
、

赴
任
と
同
時
に
日
出
町
に
居
住
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
種
々
の
事
情
は
あ
る

よ
う
で
す
が
、相
当
以
前
か
ら
町
外
居
住
の

実
態
が
あ
り
、す
で
に
退
職
さ
れ
た
方
々
も

か
な
り
多
数
で
、そ
し
て
現
在
も
前
述
の
よ

う
に
22
人
の
職
員
が
町
外
在
住
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

数
年
前
で
す
が
、幹
部
職
員
の
昇
格
人
事

に
あ
た
り
、日
出
町
に
住
所
を
移
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。同
様
に
幹
部
へ

の
昇
格
人
事
に
あ
た
り
、要
請
に
も
か
か
わ

ら
ず
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

日
出
町
民
の
税
金
か
ら
給
料
、通
勤
手
当
、

住
宅
手
当
等
の
支
払
い
を
受
け
、一
方
で
住

民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
の
課
税
義
務
を
日

出
町
で
果
た
さ
な
い
で
い
る
職
員
に
は
我

慢
が
な
ら
な
い
気
持
ち
は
十
分
理
解
で
き
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
す
る
と
、事
情
の
如

何
に
か
か
わ
ら
ず
看
過
で
き
な
い
こ
と
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
し
、住
民
奉
仕
は
ま
ず
地
域

に
在
っ
て
こ
そ
仕
事
が
で
き
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
早
速
２
月
16
日
の
庁
内
課
長
会
議

に
お
い
て
、全
所
属
長
に
主
旨
を
説
明
す
る

と
と
も
に
関
係
職
員
に
指
導
助
言
を
す
る
よ

う
指
示
し
ま
し
た
。私
も
適
宜
こ
の
旨
を
伝

え
適
切
な
対
応
を
す
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま

す
。

　

警
察
官
等
に
つ
い
て
は
勤
務
地
で
の
居
住

義
務
が
課
さ
れ
て
お
り
、管
轄
外
に
出
る
場

合
の
許
可
や
届
出
義
務
の
あ
る
職
種
も
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
地
方
公
務
員
の
一
般
職
に
お
い
て

は
画
一
的
に
義
務
付
け
た
り
、禁
止
し
た
り

す
る
こ
と
に
は
課
題
が
残
り
そ
う
で
、す
ぐ

に
不
正
行
為
と
か
懲
戒
処
分
と
か
に
な
り
に

く
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。一
方
的
に
強
制
す

べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、公
務
を
優

先
し
て
行
政
の
任
に
あ
た
る
自
覚
が
欲
し
い

も
の
で
す
。

　

一
般
的
に
は
日
常
の
業
務
や
緊
急
事
態
等

に
お
い
て
、役
場
所
在
地
に
い
な
い
た
め
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
欠
き
、与
え
ら
れ
た
職
務

を
遂
行
で
き
な
い
場
合
の
責
任
問
題
は
起
こ

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
投
書
で
指
摘
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、居
住
は
本
人
と
家

族
に
も
関
係
す
る
こ
と
で
す
の
で
、関
係
者

に
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
き
ま
す
。今
後

本
人
の
自
覚
を
促
し
て
い
く
と
と
も
に
、町

と
し
て
も
何
ら
か
の
対
処
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

瀧
家
と
廉
太
郎
に
つ
い
て
再
掲

　

２
月
中
に
幾
度
か
瀧
家
と
廉
太
郎
の
墓
の

移
設
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、さ
ら

に
補
足
し
て
こ
こ
に
記
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

以
前
、「
瀧
家
当
主
が
来
町
し
万
寿
寺
の
お

墓
を
日
出
に
移
し
た
い
と
の
意
向
を
示
し
ま

し
た
が
、町
と
し
て
の
対
応
は
困
難
と
の
こ

と
で
沙
汰
止
み
に
な
っ
て
い
る
」と
の
話
を

町
長
就
任
間
も
な
い
頃
耳
に
し
ま
し
た
。当

時
の
関
係
者
に
よ
く
話
を
聞
く
と
と
も
に
こ

れ
に
関
わ
っ
た
方
に
は
、瀧
家
と
の
関
係
を

絶
た
ず
に
継
続
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
思
い
が
け
ず
、静
岡
県
富
士
市
の

小
林
喜
久
子
さ
ん
か
ら
日
出
町
は
瀧
廉
太
郎

の
こ
と
に
無
関
心
、祖
母
は
何
も
言
わ
な
か

っ
た
が
私
は
残
念
で
た
ま
ら
な
い
と
の
便
り

を
頂
き
ま
し
た
。こ
の
件
に
つ
い
て
は
す
で

に
町
政
だ
よ
り
で
紹
介
し
ま
し
た
。そ
し
て

町
内
き
っ
て
の
音
楽
通
の
堀
義
孝
氏
に
富
士

市
の
小
林
さ
ん
宅
を
訪
問
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
訪
問
記
を
３
回
に
わ
た
っ
て
町
報
に
掲

載
し
ま
し
た
。

　

ま
た
日
出
町
で
は
文
化
ま
つ
り
や
町
内
西

教
寺
に
お
い
て
、毎
年
廉
太
郎
記
念
音
楽
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、町
が
行
な
う
行
事

を
も
う
少
し
盛
大
に
で
き
な
い
か
と
も
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
４
月
、二
の
丸
館
等
の
完
成
を
機

に
、瀧
廉
太
郎
の
銅
像
を
こ
れ
ま
で
の
中
央

公
民
館
か
ら
日
出
城
趾
公
園
に
移
設
、ま
た

６
月
29
日
に
は
廉
太
郎
１
０
８
回
忌
の
た

め
、龍
泉
寺
に
お
い
て
瀧
家
と
廉
太
郎
の
法

要
を
営
み
ま
し
た
。そ
し
て
瀧
家
当
主
に
お

か
れ
て
も
昨
年
中
再
三
に
わ
た
り
来
町
さ

れ
、町
及
び
関
係
者
と
諸
般
の
打
ち
合
わ
せ

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
、瀧
廉
太
郎
の
墓「
ゆ
か
り
の
日

出
町
へ
」と
の
見
出
し
で
大
き
く
新
聞
報
道

さ
れ
、ま
た
移
設
に
つ
い
て
新
聞
社
説
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。瀧
家
の
皆
さ
ん
の

移
設
へ
の
意
思
は
固
く
、２
月
12
日
午
前
中

に
万
寿
寺
で
の
閉
眼
供
養
、同
午
後
２
時
か

ら
は
龍
泉
寺
で
遺
骨
安
置
式
を
終
え
ま
し

た
。墓
地
移
転
に
必
要
な
保
健
所
の
許
可
も

事
前
に
取
得
し
て
お
り
、必
要
な
手
続
き
を

す
べ
て
終
え
て
無
事
に
移
転
が
終
わ
り
ま
し

た
。現
在
先
祖
の
墓
所
の
整
備
を
行
っ
て
お

り
、３
月
20
日
に
は
開
眼
供
養
を
行
う
運
び

に
な
っ
て
い
ま
す
。　

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町
政
だ
よ
り

そ
の
50

日
出
町
長

工
藤　

義
見



 ⑫

　文化9年（1812）日出藩士小川
玄亀の子・小川弘蔵が日出に生まれ
た。
　帆足萬里先生に学び、後に大阪で
塾を開き結婚した。
　その後、杵築市出身の篠崎小竹の
推挙により、幕府の先生となった。
　弘化2年（1845）33歳の時、但
馬国（兵庫県北部）生野銀山で官営
塾の先生となった。
　「銀山市中見巡り」も命ぜられ、
銀山の人々の日常生活や善行なども
調べた。
　親孝行や利害を考えず尽くす人
も調べ、嘉永2年（1849）37歳の
時、「生野銀山孝義傳」を著した。
　さらに、日本で最初に煙毒（珪
肺）の研究をし、公害の恐怖を説い
た。珪肺とは、坑夫や石切夫が珪酸
塩を含む鉱石の細粉や煙を吸うと、
気管支炎や肺気腫、心臓障害を起こ
す公害の職業病である。
　嘉永6年（1853）41歳の時、生
野から日出に戻ったが、師の萬里先
生はすでに亡く、杵築藩の先生とな
り、江戸城桜田門前の杵築藩上屋敷
に赴任した。
　万延元年（1860）3月3日、上屋
敷の窓から諸大名の行列を見物して
いると、大老井伊家の行列が通りか
かり、目前で大老が殺害された。水
戸浪士の「桜田門事件」であった。
　弘蔵は、この時の様子を手紙に書
き、国元杵築の家に知らせた。
　明治維新で、自由の身となると、
各地で子弟教育にいそしみ、杵築、
大分、国東などを転々とした。
　明治27年（1894）3月24日、82
歳で、娘が住む国東町の今在家で没
した。弘蔵の墓は、国東の小川公園
にあり、小川家の墓は、日出の松屋
寺にある。
　子どもは、解剖学の権威、「鯨の
研究」で有名な、東大医学部教授の
小川鼎三である。

「日出町の歴史・文化」を語る会
魚住　修三　筆

～最初に公害に挑んだ小川弘蔵～
新刊案内
「最高齢プロフェッショ

ナルの教え」
  徳間書店取材班：著  
  徳間書店

「今日からはじめる
男の家事」

  阿部　絢子：著　講談社

図書館だより

　103歳の声楽家、93歳のス
キーヤー、彼らはどうやって
一生ものの仕事を手に入れた
のか、15人の達人が「仕事の
壁」を乗り越える技術を語る。

　セカンドライフは家事の達人
になろう！料理、掃除とメンテ
ナンス、洗濯と収納、家事のご
く基本的なテーマをイラストを
用いて解説する。

休館日　　7日・13日・14日・21日・27日・28日

読み聞かせ　（おはなしのへやで開催）
●ブーフーウーによる読み聞かせ

　　とき　3月 12日（土）・26日（土）

　　　　　10時 30分～ 11時 30分

　　対象　幼児から小学校低学年

●ＦＵＭＦＵＭ（ふむふむ）による読み聞かせ

　　とき　3月 25日（金）　11時～ 11時 30分

　　対象　0歳から 5歳くらいまで

問合先　　萬里図書館☎ 72－ 2851

「綾戸智恵、介護を学ぶ」
  一志　治夫：著　講談社

「秘密のスイーツ」　
  林　真理子：著　ポプラ社

　国民的ジャズシンガーがな
ぜ、たった一人で母の介護を
続けるのか。綾戸智恵が介護
生活で直面した数々の疑問を3
人の専門家に聞いた。

　神社の石の柱にあいた穴か
ら、66年前の戦争中の日本に
生きる雪子へお菓子を送る理
沙。小さなタイムトンネルで結
ばれた２人の友情を描く。



科
・
別
科
・
大
学
院
・
短
期
大

学
を
除
く
）

③ 

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
、（
財
）大
分
県
奨
学
会
を

除
く
、そ
の
他
の
地
方
自
治
体

及
び
民
間
団
体
の
い
ず
れ
か
ら

も
奨
学
金
又
は
こ
れ
に
類
す
る

も
の
を
受
給
し
て
い
な
い
方
。

▼
募
集
人
員　

各
学
年
５
名

▼ 

支
給
金
額　

返
還
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん

○
国
・
公
立
大
学　

　

月
額
２
２
，０
０
０
円

○
私
立
大
学　

　

月
額
２
５
，０
０
０
円

▼ 

支
給
期
間　

４
月
〜
平
成
24
年

３
月
（
１
年
間
）

▼
申
込
期
限　

４
月
１
日（
金
）

　

〜
４
月
28
日
（
木
）
必
着

▼ 

問
合
先　

（
財
）
二
階
堂
奨
学

会
事
務
局
☎
72
‐
１
０
７
０

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

　

野
外
活
動
な
ど
の
体
験
を
通
し

て
豊
か
な
心
を
養
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
、交
流
会
と
入
団

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

と
き　

４
月
９
日
（
土
）
13
時

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

別
府
市
中
央
公
民
館

▼ 

内
容　

遊
び
を
通
し
て
の
交
流

会
と
入
団
説
明
会

▼ 

対
象　

５
歳
児
〜
小
学
４
年
生

ま
で
の
女
の
子

定 期 相 談
●行政相談
　ところ　役場新館3階332会議室
　と　き　毎月第1火曜日　10時～15時
　問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階332会議室
　と　き　毎月第2火曜日　10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会
　ところ・とき　大神ふれあいセンター
　3月15日（火）10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●障がい児・者等支援相談
　 相談先　社会福祉法人「みのり村」みのり
障がい者生活支援センター　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター
　☎72－1682（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　日出町地域包括支援センター（健康
　増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　　福祉対策課　☎73－3121　

●いつでも子育てほっとライン
　☎097－545－0110（24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　
　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター　相談室
　と　き　毎月第２・４火曜日（祭日の場合は休み）
　13時30分～16時30分

　 費　用　30分につき5,000円（収入が一定
以下の方及び多重債務の相談は無料）

　申込・問合先　大分県弁護士会
　☎097－536－1458

＊ 杵築市では毎週金曜日、国東市では毎月第

2・3・4木曜日に開催しています。　

▼ 

申
込
・
問
合
先　

☎
22
‐
０
５

４
３
（
佐
藤
）

試 

験

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

試
験
地
、
会
場
、
種
類
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

試
験
日
時　

６
月
26
日（
日
）

10
時

▼
願
書
受
付
期
間　

○ 
書
面
申
請　

４
月
20
日
（
水
）

〜
５
月
10
日
（
火
）

○ 

電
子
申
請　

４
月
17
日
（
日
）

〜
５
月
７
日
（
土
）

募 

集

二
階
堂
大
学
奨
学
生
募
集

　

志
望
者
は
、必
ず
郵
便
で（
返
信

用
切
手
90
円
同
封
の
う
え
）必
要

書
類
を
事
務
局
に
請
求
し
、期
限

内
に
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込

書
類
は
取
得
で
き
ま
す
）

▼
申
込
資
格　

① 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子

弟
。

② 

人
物
・
学
業
と
も
に
優
秀
で
且

つ
勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
な
方
。
（
通
信
教
育
・
専
攻

ふれあい市民農園
参加者　募集

　杵築市大字船部字中津屋に23年４月開園（オレン
ジ病院の隣）。自然や人とのふれあいを楽しみながら
野菜や花などを栽培してみませんか。

●募集区画　20区画（１区画40㎡）
●年間賃料　8,000円
●問 合 先　杵築市大字船部2460番地　手嶋修一
　　　　　　☎0978－62－0133
　　　　　　☎090－7448－5913

昨年4月より、上記の新体系事業へ移行いたしました。

社会福祉法人みのり村 日出部

①第１みのり学園
■障がい児施設
■ショートステイ事業

①
②

③
③みのりスマイル
■就労継続支援事業
■就労移行支援事業

②第２みのり学園・白百合園
■生活介護事業
■入所支援事業
■生活訓練事業
■ショートステイ事業
■グループホーム

■みのり障がい者生活支援センター
電話０９７７－７２－２８１８

まちの掲示板



▼ 
問
合
先　

消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
大
分
県
支
部
☎
０
９
７
‐

５
３
７
‐
０
４
２
７

相 

談

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
住

民
の
皆
様
の
相
談
窓
口
の
一
つ
と

し
て
、
毎
月
第
３
水
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

▼ 

と
き　

３
月
16
日
（
水
）
13
時

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
行
政
書
士
会

▼ 

相
談
内
容　

遺
言
・
成
年
後
見

相
談
・
不
動
産
関
連
・
内
容
証

明
・
各
種
許
認
可
申
請
な
ど

▼ 
問
合
先　

大
分
県
行
政
書
士
会

事
務
局
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐

７
０
８
９

思
春
期
電
話
相
談

　

中
・
高
校
生
・
保
護
者
の
方
々

か
ら
の
ご
相
談
を
受
け
ま
す
。お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。秘
密

厳
守
。

▼ 

と
き　

第
１
週
〜
第
４
週
の
土

曜
日
13
時
〜
16
時

▼ 

相
談
電
話
番
号　

☎
０
９
７
‐

５
７
４
‐
７
３
９
８

▼ 

問
合
先　

県
看
護
協
会
☎
０
９

７
‐
５
３
４
‐
８
１
１
８

多
重
債
務
等
の
無
料
相
談
会

　

自
殺
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
多

重
債
務
問
題
と
そ
れ
に
関
連
し
た

こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
に
対
処
す
る

た
め
、無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。

　

事
前
予
約
制
。定
員
24
名（
１
事

例
あ
た
り
30
分
）

▼ 

と
き　

３
月
12
日
（
土
）
９
時

〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

▼ 

受
付
締
切　

３
月
11
日（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

法
テ
ラ
ス
大

分
☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５

５
２
０

講 

座

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻

　
「
認
知
症
の
理
解
」「
地
域
福
祉
」

「
児
童
福
祉
」「
介
護
」等
、多
彩
な

科
目
を
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
締
切　

３
月
22
日（
火
）

▼ 

請
求
・
問
合
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
☎

０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

　

有
料
託
児
有
。

【 

フ
ォ
ト
ス
ト
ー
リ
ー
】

○ 

と
き　

４
月
５
・
12
・
19
・
26

日
（
火
）

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○ 

受
講
料　

２
，
８
０
０
円

【
エ
ク
セ
ル
応
用
講
座
】

○ 

と
き　

４
月
７
・
14
・
21
・
28

日
（
木
）

○ 

と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料　

２
，
８
０
０
円

【
ワ
ー
ド
応
用
講
座
】

○ 
と
き　

４
月
８
・
15
・
22
日

（
金
）

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー



変
わ
り
ま
す
。

▼
保
険
料
率

○ 

健
康
保
険　

９
・
57
％
（
現
行

９
・
38
％
）

○ 

介
護
保
険　

全
国
一
律
１
・
51

％
（
現
行
１
・
50
％
）

▼ 

問
合
先　

全
国
健
康
保
険
協
会

大
分
支
部
☎
０
９
７
‐
５
１
４

‐
３
０
７
７

平
成
22
年
度
に
国
民
年
金
学
生
納

付
特
例
制
度
を
承
認
さ
れ
た
方
へ

　

３
月
か
ら
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド

方
式（
事
前
送
付
用
）で
申
請
書
を

該
当
者
へ
送
付
し
ま
す
。必
要
事
項

を
記
入
し
て
、返
送
す
る
こ
と
に
よ

り
、平
成
23
年
度
の
学
生
納
付
特

例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

● 

問
合
先　

別
府
年
金
事
務
所
☎

22
‐
５
１
１
１

求 

人

【
正
社
員
】

●
配
管
工
１
人
●
設
計
・
開
発
職
１

人
●
生
産
技
術
職
１
人
●
事
務
職

１
人
●
介
護
職
員
14
人
●
看
護
職

６
人
●
訪
問
看
護
員
１
人
●
電
気

工
事
士
２
人
●
看
護
師（
正
・
准
）

○
介
護
休
暇
の
新
設

○
法
の
実
効
性
の
確
保

▼ 

問
合
先　

大
分
労
働
局
雇
用
均

等
室
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４

０
２
５

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す
！

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、古
い
電
話

帳
を
回
収
し
ま
す
。新
し
い
電
話
帳

を
お
届
け
し
た
際（
４
月
中
配
達
）、

古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し

く
だ
さ
い
。ご
不
在
の
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。後
日
回
収
し
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
☎
０
１
２
０
‐
５
０
６
‐
３

０
９

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
皆
様
へ

　

３
月
分（
４
月
納
付
）か
ら
大
分

県
の
適
用
事
業
所
の
保
険
料
率
が

○
受
講
料　

２
，
５
０
０
円

▼
時
間　

10
時
〜
12
時

▼
申
込
期
限　

３
月
25
日（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー

ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

大
分
県
立
病
院
健
康
教
室

「
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て
」

　
「
子
宮
頸
が
ん
」「
肺
が
ん
」「
肝

が
ん
」「
胃
が
ん
」に
関
す
る
講
演

会
。診
療
科
は
婦
人
科
、呼
吸
器
内

科
、消
化
器
内
科
及
び
内
視
鏡
科

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼ 

と
き　

３
月
12
日
（
土
）
14
時

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

▼ 

問
合
先　

大
分
県
立
病
院
☎
０

９
７
‐
５
４
６
‐
７
１
１
１

そ
の
他

育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正

【
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】

○ 

子
育
て
中
の
短
時
間
勤
務
制
度

及
び
所
定
外
労
働（
残
業
）の
免

除
の
義
務
化

○
子
の
看
護
休
暇
制
度
の
拡
充

○
父
親
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進

会員募集

　健康増進をはかり、正しい歩き方を習得するとともに、
町の四季を感じながら歴史を学び、歩く仲間同士の親睦を
図ります。

ウオーキングで心身ともにリフレッシュ

募集期限　３月３０日（水）　（定数に達し次第締切）
募集人員　４０人
条　　件　１８歳～70歳までのウオーキングに興味のあ
　　　　　る方。
会　　費　入会金1,000円　年会費1,000円（通信費・保
　　　　　険料等）
内　　容　○毎月第１土曜日・・ウオーキング実施
　　　　　○毎月最終土曜日・・コース下見
　　　　　○ウオーキング大会参加
＊修了者には受講修了書を授与します。
問 合 先　日出町観光協会　☎７２－４２５５

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

まちの掲示板



日出駅　←→ 大神港  無料送迎バス臨時運航
鮮魚をセリ値の1割増で販売

１
人
●
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
１
人
●

工
場
内
作
業
４
人
●
栄
養
士
１
人

●
土
木
・
建
築
技
師
１
人
●
営
業
及

び
回
収
業
務
１
人
●
営
業
社
員
24

人
●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
人
●
事

務
２
人
●
准
看
護
師
４
人
●
看
護

補
助
１
人
●
歯
科
衛
生
士
２
人
●

営
業
事
務
１
人
●
ル
ー
ト
セ
ー
ル

ス
員
３
人
●
工
場
管
理
者
３
人
●

鶏
卵
パ
ッ
キ
ン
グ
２
人
●
薬
剤
師

４
人
●
土
木
施
工
管
理
技
師
２
人

●
調
理
員
１
人
●
正
看
護
師
３
人

●
出
荷
下
準
備
１
人
●
ホ
テ
ル
洋

食
調
理
師
１
人
●
品
質
管
理
１
人

●
製
品
管
理
１
人
●
自
動
車
部
品

解
体
及
び
販
売
２
人
●
養
鶏
作
業

員
１
人
●
警
備
員
５
人
●
理
学
療

法
士
１
人
●
現
場
管
理
３
人
●
製

品
発
送
１
人
●
理
容
師
１
人
●
鈑

金
塗
装
工
１
人
●
店
員
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
看
護
師（
正
・
准
）１
人
●
接
客
・

調
理
１
人
●
製
品
検
査
員
２
人
●

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
人
●
レ
ジ
業

務
３
人
●
選
卵
作
業
員
１
人
●
配

達
員
１
人
●
生
花
配
達
及
び
販
売

１
人
●
介
護
職
員
１
人
●
惣
菜
・
弁

当
製
造
販
売
員
２
人
●
薬
剤
師
１

人
●
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
２
人
●
清

掃
員
４
人
●
訪
問
介
護
４
人
●
警

備
員
３
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23-

８
６
０
９
日
出
町
商
工

観
光
課
☎
73-

３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

尾
上　

冬ふ
ゆ
り莉　
（
尚
道　

太
田
）

板
井　

建け
ん
し
ん親　
（
竜
児　

宮
の
下
）

児
玉　

莉り

お緒　
（
康
典　

中
の
三
）

宮
家　

悠ゆ

り

こ

里
子（
良
輔　

団
地
西
）

岩
﨑　

絢ひ
ろ
の音　
（
慎
也　

団
地
南
）

大
村　

星せ

な和　
（
拓
也　

日
出
本
町
）

足
立　

彩あ
や
ね音　
（
英
明　

日
出
中
央
）

髙
瀬
広こ
う
た
ろ
う

太
郎　
（
公
孝　

日
出
中
央
）

畔
地　

大ひ
ろ
む夢　
（
秀
明　

佐
尾
）

髙
倉　

優ゆ
づ
き月　
（
将
彰　

上
仁
王
）

中
野　

葵あ
ん
な葉　
（
裕
道　

東
仁
王
）

三
浦　

大だ
い
ち知　
（
一
浩　

東
仁
王
）

衞
藤　

二ふ
た
ば葉　
（
貴
郷　

南
部
）

江
口　

空そ
ら
と音　
（
健
史
郎　

南
部
）

宿
利　

夢ゆ
む
と歩　
（
宗
克　

則
次
）

河
野　

さ
な
え（
文
昭　

則
次
）

塩
入　

小こ
は
る春　
（
正
博　

内
野
）

廣
津　

奨
し
ょ
う　
　
（
勉　

港
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　
（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

是
永　

袈
裟
美（
84　

高
平
）

原　

恒
美　
　
（
84　

太
田
）

後
藤　

治
司　
（
73　

太
田
）

村
井　

勝
見　
（
74　

長
野
）

瀧
澤　

富
次　
（
96　

中
の
三
）

阿
部　

孝
義　
（
60　

西
の
三
）

大
石　

光　
　
（
70　

団
地
南
）

金
丸　

ア
サ
子（
97　

若
宮
）

阿
部　

勝
雄　
（
82　

日
出
中
央
）

和
田　

チ
ズ
子（
91　

上
仁
王
）

栁
瀬　

次
生　
（
89　

上
仁
王
）

井
上　

信
二　
（
64　

東
部
）

髙
野　

侑　
　
（
77　

東
部
）

髙
月　

祥
峰　
（
84　

南
部
）

木
付　

久
子　
（
85　

一
北
）

八
坂　

衛　
　
（
99　

一
北
）

手
島　

美
智
子（
85　

宗
行
）

松
﨑　

利
信　
（
83　

宗
行
）

友
碇　

江
子　
（
75　

則
次
）

髙
田　

大
六　
（
81　

大
峯
）

平
早
水
ツ
ギ
ヱ（
88　

西
小
深
江
）

平
早
水　

行
雄（
63　

青
津
山
）

加
藤　

清　
　
（
59　

後
村
）

廣
津　

静
子　
（
79　

港
）

山
口　

一
二
三（
79　

牧
の
内
）

山
口　

博
基　
（
76　

牧
の
内
）

三
浦　

朝
次（
92　

真
那
井
）

佐
藤　

千
榮
子（
77　

真
那
井
）

＊
以
上
１
月
届
出
分（
敬
称
略
）

日出魚市場感謝祭
大神
漁港

３月２６日（土）　７時３０分開始

●遊漁体験船の受付（8時～）
●お菓子／もちまき（9時ごろ）
●本マグロ解体実演（9時 30分ごろ）
● 加工品販売（ブリりゅうきゅう丼／海鮮汁
／魚のフライ／マグロのお造り）

　他にも、深江朝市・Kトラ市・抽選会など
を開催します。

問合先　日出魚市場実行委員会
　　　　☎ 72－ 2051

　日出町に春の訪れを告げるイベント「魚見桜まつり」を開催します。
●と　き　３月１３日（日）　１０時３０分～
●ところ　豊岡中の二（城内邸）
●内　容　ステージイベント・特産品販売コーナー・もちまき・お茶席など
●問合先　日出町観光協会☎７２－４２５５

2011　魚見桜まつり
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「気軽に立ち寄ってください」と伊藤さん

ギャラリー「アトリエミモザ」

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比

人　 口 28,620 （－ 26） ＋ 57
　　　 男 13,686 （－ 13） ＋ 21
　　　 女 14,934 （－ 13） ＋ 36

世帯数 11,437 （－ 10） ＋ 80

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（± 0）
（＋ 2）
（＋ 1）
（－ 14）
（－ 8）
（－ 7）

319
7,214
5,877
3,833
5,851
5,526

平成23年2月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描

く
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
と

い
う
伊
藤
さ
ん
。
７
年
前
、

大
き
な
絵
を
描
く
た
め
の
作

業
場
が
ほ
し
い
と
、
父
（
忠

裕
さ
ん
）
を
伴
い
、
大
分
市

か
ら
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
作
業
場
は
、
忠
裕
さ
ん

が
設
計
し
、「
ミ
モ
ザ
」
と

名
付
け
ま
し
た
。
ミ
モ
ザ
の

木
に
は
、
黄
色
の
花
が
た
わ

わ
に
咲
き
ま
す
。
黄
色
は
希

望
の
色
。
人
が
集
ま
り
、
希

望
あ
ふ
れ
る
場
に
し
た
い
と

の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
大
き
な
絵
は
、
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
描
く

こ
と
が
難
し
い
」
と
話
す
伊
藤
さ
ん
が
描
く
の
は

抽
象
画
。
デ
ザ
イ
ン
は
目
で
見
た
も
の
で
は
な
く
、

自
分
の
気
持
ち
を
描
き
出
し
ま
す
。「
絵
を
描
き

な
が
ら
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
自
分
の
嫌
な

部
分
が
見
え
て
き
て
心
が
苦
し
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
苦
し
さ
を
乗
り
越
え
、
心
が
晴
れ

晴
れ
し
た
と
き
が
絵
の
完
成
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
日
出
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
か

ら
、
障
害
者
支
援
施
設
か
ら
の
依
頼
で
、
知
的
障

が
い
者
に
絵
を
教
え
て
い
ま
す
。
最
初
は
ど
う
接

し
て
い
い
の
か
と
ま
ど
っ
て
い
た
伊
藤
さ
ん
。
ま

ず
、
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
た
。「
教
え
る
と
い
う
意
識
を
捨
て
、
た
だ
見

守
ろ
う
」
と
。
そ
し
て
、
描
い
た
絵
を
ほ
め
て
あ

げ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
生
徒
は
、
生
き

生
き
し
た
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
分
、

絵
に
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。『
私
は

こ
こ
に
い
る
よ
』
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

伝
わ
っ
て
き
て
、
命
の
輝
き
を
感
じ

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
な
か
に
は
、

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
す
る
よ
う
な
生

徒
も
い
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
昨
年
３
月
、
作
業
場

を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
開
く
こ
と
を

決
め
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ア
ト
リ
エ
ミ

モ
ザ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
月
に
１

回
企
画
展
を
開
催
し
、
ジ
ャ
ズ
ラ
イ

ブ
や
絵
画
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
今
年
は
自
分
の
個
展

も
開
催
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま

す
。
３
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
は
、

「
荻
田
美
穂
展
」
を
開
催
。
ま
た
、「
ミ

モ
ザ
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
絵
画
教
室
や
陶
芸

教
室
な
ど
を
開
き
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
伊
藤
さ
ん
が
「
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
感
動
や
驚
き
を
学

ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
一
緒
に
何
か
を
発
見
し
て
い
け
た
ら
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
問
合
先　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ア
ト
リ
エ
ミ
モ
ザ
」

　
　
　
　
　
　

☎
72
‐
３
５
４
６
（
伊
藤
）

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる
人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情
報をお待ちしています。
連絡先　総務課広報広聴係

☎73‐3150　
FAX72‐7294　

伊藤 裕美子さん（56）　北大神

工作をする小学生


